
  

  

 

経済学研究科 経済学専攻 博士前期課程 

 

  

  

本研究科の博士前期課程は、経済学の多様な分野において、経済に関する専門知識及び応用技能を修得し、現代の経

済社会を深く分析し、様々な領域で活躍できる優れた学識と能力を備えた人材の育成を目的とする。 
 

  

  

 本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、経済学研究科経済学専攻博士前期課程では、グローバ

ル化し複雑化した経済社会の様々な領域で活躍できる人材を育成することを、教育目標としています。 

そのために、専門に立脚しつつ幅広い知識と能力を育成することを目指しています。例えば、会計、国家及び地方財政

の専門職や研究職として活躍するためには、会計学や財政学のほかに、経済理論、経済史、日本経済及び世界経済等に

関する広い学識と実践能力を身につけることが必要です。また、企業経営や国際ビジネスの分野で活躍する人材には、

日本経済や世界経済、経済史を基礎にして、経営学、商学等の多様な学識と実践能力を身につけることが求められます。 

本課程では、このような専門知識と能力を育成し、これらを基礎に学位取得後も自ら研鑽する力を育てることを教育目

標として定めています。 

 

  

  

本専攻博士前期課程では、所定の単位を修得し、提出した修士論文が専攻内規に則って審査され合格と判定された者

は、以下の知識や能力を身につけていると判断し、修士（経済学）の学位が授与されます。 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）研究で培った自分の能力や適性を正しく判断し、税理士を中心とした会計専門職、国家及び地方財政研究者、公

的機関の専門職、企業経営者などとして活躍する知識・能力を身につけているとともに、自分自身の活動の社会的意

義や自身が所属する企業あるいは組織の活動が社会的承認を得ているかを絶えず自覚的に問うことができる。 

２．国際的感性とコミュニケーション力 

（１）国際ビジネスマン及び研究者として必要な専門知識と外国語能力を身につけているとともに、国際的課題となっ

ているビジネスと人権、環境などの問題に取り組むことができる。 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）グローバル化の正負両面を認識し、グローバル化を社会にとって有効に機能させるための方策を、経済理論・思

想、経済政策、歴史及び経営学・商学などの観点から考察する創造性豊かな能力を身につけている。 

 

  

  

本専攻博士前期課程では、経済学の多様な分野において、経済に関する専門知識及び応用技能を修得して、現代の経

済社会の諸問題を深く分析し、様々な領域で活躍できる優れた学識と能力を備えた人材を育成するために、以下のよう

なカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．教育課程の編成・実施 

（１）現代社会の多様な要請に応えて充実した大学院教育を実施し、大学院生の研究課題と進路選択に対応するために、

５つのコース（会計・財政コース、経済思想・経済史コース、公共政策コース、国際経済コース、流通マーケティン

グ・経営コース）を設け、それぞれのコースで知識と技能を十分に修得して研究を進めることができるように、専門

に特化したカリキュラムを編成しています。 

教育研究上の目的  

 

ディプロマ・ポリシー (学位授与の方針) 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

教育目標  

 

研究科・専攻の教育研究上の目的及び基本方針 

 



  

  

（２）各コースとも理論的科目と実践的科目をバランスよく配置してカリキュラムを編成しています。実践的科目の例

としては、会計・財政コースでは、現役税理士が税務会計について直接指導する「会計学特講ⅥＡ・Ｂ」を配置し、

大学院生の実践的能力を育成しています。また、国際経済コースでは、国際ビジネスにおいて不可欠である貿易、海

外投資、多国籍企業等に関する理論的・実践的知識を修得できるように科目を配置しています。 

２．教育の方法と評価 

（１）指導教授が各大学院生を丁寧に指導しています。修士論文の作成については従たる指導教授がこれに加わり、二

人が連携して大学院生を指導する場合があります。このような複数指導体制は、研究課題に多角的に接近することに

より、研究の進展と研究能力の育成を支援するためのものです。 

（２）修士論文の作成にあたっては、論文を書くための基本的作法やスキルを身につけることを目的とした科目である

「アカデミック・ライティング」を設け、論理的思考力や表現力を培っています。 

（３）修士論文の完成までに公開形式による中間発表会を年に２回実施し、指導教授のほかに関連する教員が参加して

論文の進捗状況を確認するとともに論文の問題点を指摘するなど、適切な指導を行っています。 

（４）TA（ティーチング・アシスタント）に就くことで、教育者としての能力を高める経験を積む機会を用意していま

す。 

（５）修士論文の審査については、予備審査を経て最終試験を実施するなど、厳格な評価を行っています。  

 

 

  

１．大学院教育によって培う能力 

（１）本研究科博士前期課程では、自由化や規制緩和によって企業の活動領域が拡大している現代社会の様々な分野で

活躍するとともに、こうしたグローバル経済が様々な問題を生み出していることを理解し、グローバル化を有効に機

能させることに積極的に取り組む専門職業人や研究者を育成します。 

２．本専攻の求める入学者 

（１）経済学部、経営学部、商学部等卒業生及びこれと同等の学力を有する者 

（２）グローバル化する経済や経営環境を理解しそれに対応するために専門的な知識や能力を身に付けたい者 

（３）経済学、経営学、商学に立脚し、新たに生じた学問領域横断的な問題を理解し、それに対する解答を見出したい

者 

（４）将来より深く研究し、研究職を目指す者 

（５）教育者として活躍することを目指す者 

３．大学までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）一般入試は年2回実施され、試験科目は専門及び口述試験です。 

（２）特別選考は年2回実施され、本学在学者と卒業生（卒業後5年以内）及び研究生を対象として、学業成績が特に優

れているものに対して、教員推薦または自己推薦により筆記試験を免除し、書類審査と口述試験で合否を判定してい

ます。 

（３）外国人留学生入試は年2回実施され、試験科目は専門、日本語、口述試験です。 

（４）社会人特別入試は年2回実施され、試験科目は小論文及び口述試験です。 

アドミッション・ポリシー (入学者受入の方針) 

 



  

  

経済学研究科 経済学専攻 博士後期課程 

 

  

  

本研究科の博士後期課程は、経済学専攻分野において研究者として自立するために必要な研究能力又は専門業務に必

要な高度な専門能力を備えた研究者の育成を目的とする。 
 

  

  

 本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、経済学研究科経済学専攻博士後期課程では、グローバ

ル化し複雑化した経済社会の諸問題を、経済学や経済史等を含む広義の経済学の学識を基礎にした視点、あるいは経営

学や会計学等を含む広義の商学の学識を基礎にした視点から分析及び解明し、それを論理的に捉える能力を身につけた

研究者を育成することを、教育目標としています。 

広義の経済学及び商学の各分野において、研究のフロンティアを開拓し、また国際的に活躍する研究者として、高度な

研究活動を自ら推進するとともに、教育者として優れた教育を行う能力を培うことを教育目標として定めています。 

 

  

  

本専攻博士後期課程では、所定の単位を修得し、提出した博士論文が専攻内規に則って審査され合格と判定された者

は、以下の知識や能力を身につけていると判断し、博士（経済学）の学位が授与されます。 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）経済学、経営学、商学の分野において専門の研究者として高度な研究を行い、優れた研究論文を作成する能力を

身につけているとともに、自分自身の研究の社会的意義について常に自覚的に問い直すことができる。 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）海外の各地域に対する専門知識と外国語能力を身につけ、当該地域の経済や歴史を分析する能力を身につけてい

るとともに、日本と海外諸国との市民的連帯に貢献することができる。 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）現実の経済が提起している課題に対して、経済理論・思想、経済政策、歴史及び経営学・商学などの観点から接

近して理論化を図り、データやケーススタディなどで理論を実証する能力を身につけている。 

（２）日本経済や国際経済が直面している諸問題やその解決のために必要な政策的対応について的確に理解しており、

明快に説明することができる。 

 

  

  

本専攻博士後期課程では、経済学専攻分野において研究者として自立するために必要な研究能力又は専門業務に必要

な高度な専門能力を備えた研究者を育成するために、以下のようなカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

１．教育課程の編成・実施 

（１）現代社会の多様な要請に応えて充実した大学院教育を実施し、大学院生の研究課題に対応するために、経済学研

究科に所属する全教授が、それぞれの専門分野に特化した内容で講義及び論文指導を行っています。 

２．教育の方法と評価 

（１）各大学院生は、専門分野を中心とする指導を主に指導教授より受け、博士論文を完成させます。博士論文の作成

にあたっては、複数回にわたり学内報告会や公開研究会を行い、さらに課程博士指導委員会が助言及び指導を行うな

ど、丁寧で高度な指導を行っています。 

（２）TA（ティーチング・アシスタント）に就くことで、教育者としての能力を高める経験を積む機会を用意していま

す。 

（３）指導教授を除く教員で構成される課程博士指導委員会が指導及び助言を行うことにより、研究課題に対して多角

的な観点から検討を加え、論文の質的向上を図り大学院生の研究能力の増進を支援するとともに、論文評価の客観性

を確保しています。 

 

教育研究上の目的  

 

ディプロマ・ポリシー (学位授与の方針) 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

教育目標  

 



  

  

 

  

１．大学院教育によって培う能力 

（１）本研究科博士後期課程では、それぞれの専門分野の立場から、経済理論、経済政策、歴史分析、国際比較などの

手法によって、グローバル化し複雑化する経済を研究してその成果を社会に還元し、効率性、自由、衡平性などを備

えたより良い社会を実現することに積極的に取り組む研究者を育成します。 

２．本専攻の求める入学者 

（１）経済学研究科、経営学研究科、商学研究科等の博士前期課程修了者及びこれと同等の専門知識や能力を有する者 

（２）大学や研究所などにおける研究職を目指す者 

（３）研究によって得た知識を明快に分かりやすく伝えることのできる優れた教育者を目指す者 

３．博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）一般入試は年1回（春季）実施され、試験科目は語学及び口述試験です。 

（２）外国人留学生入試は年1回（春季）実施され、試験科目は語学及び口述試験です。 

アドミッション・ポリシー (入学者受入の方針) 

 



 

Graduate School of Economics, Course of Economics 
Master's Program 
Diploma Policy (Policy on the conferring of degrees) 

Students who have earned the prescribed credits under the Course's Master's Program, and 
whose submitted Master's thesis was screened and accepted in accordance with the rules for the 
Course, will be judged as having acquired the following knowledge and capabilities, and will be 
granted a Master's degree (Economics). 

 
1. Judgment and practical ability as an independent citizen of sound sense 
(1) Have properly gauged their own capabilities and aptitudes developed through research; have 

acquired the knowledge and capabilities to engage in activities as a licensed tax accountant or 
other accounting specialist, a national or regional financial researcher, a specialist in a public 
institution, a corporate manager, etc.; and are able to question, constantly and with 
self-awareness, whether their own activities have social significance or whether the activities of 
their company or organization have gained societal approval 

 
2. International mindsets and communication skills 
(1) Have acquired the expert knowledge and foreign language capabilities necessary for an 

international business person or researcher, and are able to address problems of business and 
human rights, the environment, and other problems that constitute international issues 

 
3. Expert knowledge and skills to address the issues of the age and the demands of society 
(1) Recognize both the positive and negative aspects of globalization, and have acquired creative 

capabilities to consider measures for making globalization function effectively for society, from the 
perspectives of economic theory and thought, economic policy, history, business administration 
and commercial science, etc. 

Curriculum Policy (Policy on organization and implementation of curricula) 
In order to develop human resources who have acquired expert knowledge and practical skills 

concerning economies within diverse fields of economics, and who are equipped with the 
outstanding scholarship and capabilities to deeply analyze problems in contemporary economic 
society and engage in activities in varied domains, the Course's Master's Program has established a 
curriculum policy as follows. 

 
1. Organization and implementation of curricula 
(1) In order to implement a substantive graduate school education that meets the diverse demands 

of contemporary society, and to address the research themes and career path choices of 
graduate students, the Master's Program has established five Courses (Accounting and Finance 
Course, Economic Thought and Economic History Course, Public Policy Course, International 
Economics Course, and Logistics, Marketing, and Management Course), and organizes an 
expertise-specialized curriculum that enables the adequate acquisition of knowledge and skills in 
each Course and the advancement of research. 

(2) Each Course organizes a curriculum that offers a balance of theoretical subjects and practical 
subjects. As an example of a practical subject, the Accounting and Finance Course offers 
"Advanced Studies in Accounting VI A and B," in which practicing licensed tax accountants offer 
direct guidance concerning tax accounting, to develop practical capabilities in graduate students. 
Likewise, the International Economics Course offers subjects for the acquisition of theoretical and 



 

practical knowledge of trade, overseas investment, multinational corporations, and other essential 
topics in international business. 

 
2. Educational methods and evaluation 
(1) Academic supervisors provide attentive guidance to each graduate student. In the writing of a 

Master's thesis, a secondary academic supervisor may be added, with the two supervisors 
collaborating to instruct the graduate student. This multiple instruction system is intended to 
support the progress of research and the development of research capabilities by approaching 
research themes from varied angles. 

(2) For the writing of a Master's thesis, the Master's Program has established the "Academic 
Writing" subject, by which students acquire basic rules and skills for writing research papers and 
develop logical thinking ability and power of expression. 

(3) Until the completion of the Master's thesis, the Master's Program holds open-format interim 
presentations two times per year to provide appropriate guidance, with the academic supervisor 
and other relevant academic staff taking part to check the progress of the research paper and 
pointing out problem areas in it. 

(4) Through TA (Teaching Assistant) positions, the Master's Program offers opportunities for gaining 
experience that enhances capabilities as educators. 

(5) The Master's Program conducts strict evaluations in the screening of Master's theses, such as 
the administration of final examinations following preliminary screening. 

Admissions Policy 
1. The capabilities fostered by a graduate school education 
(1) The Graduate School of Economics Master's Program develops professionals and researchers 

who engage in activity in various fields of a contemporary society in which the domains of 
companies' activities are expanding under liberalization and deregulation, yet who also 
understand that this global economy generates various problems, and who actively strive for the 
effective functioning of globalization. 

 
2. Entrants sought by the Course 
(1) Persons who are graduates of undergraduate courses in economics, business administration, 

commercial science, etc., or who possess equivalent scholarship 
(2) Persons who wish to acquire the expert knowledge and capabilities to understand and adapt to 

globalizing economic and management environments 
(3) Persons who wish to understand and find solutions to newly-emerging cross-disciplinary 

problems, from a basis in economics, business administration, and commercial science 
(4) Persons who aspire to perform deeper research and to attain research positions in the future 
(5) Persons who aspire to be active as educators 
 
3. Evaluation of capabilities through university (selection method) 
(1) General Entrance Examinations will be conducted twice yearly, with examination subjects 

consisting of expert and oral examinations. 
(2) Special selection will be conducted twice yearly for current students of the university, graduates 

(those graduating within the last five years), and research students, with exemption from written 
examination offered to persons with exceptionally outstanding academic performance on the 
basis of recommendation by academic staff or Self-Recommendation Entrance Examination, and 
with pass or failure judged on the basis of document screening and oral examination. 

(3) International Student Entrance Examinations will be conducted twice yearly, with examination 



 

subjects consisting of expert, Japanese, and oral examinations. 
(4) Special Entrance Examinations for Mature-Aged Applicants will be conducted twice yearly, with 

examination subjects consisting of essay and oral examinations. 
 
Graduate School of Economics, Course of Economics 
Doctoral Program 
Diploma Policy (Policy on the conferring of degrees) 

Students who have earned the prescribed credits under the Course's Doctoral Program, and 
whose submitted Doctoral thesis was screened and accepted in accordance with the rules for the 
Course, will be judged as having acquired the following knowledge and capabilities, and will be 
granted a Doctor's degree (Economics). 

 
1. Judgment and practical ability as an independent citizen of sound sense 
(1) Have acquired the capabilities to conduct high-level research and write outstanding research 

papers as an expert researcher in the fields of economics, business administration, and 
commercial science, and are able to question, constantly and with self-awareness, the social 
significance of their own research 

 
2. International mindsets and communication skills 
(1) Have acquired expert knowledge and foreign language capabilities with regard to regions 

overseas, along with the capabilities to analyze the economies and histories of those regions, and 
are able to contribute to citizen solidarity between Japan and overseas countries 

 
3. Expert knowledge and skills to address the issues of the age and the demands of society 
(1) Seek to approach and rationalize issues raised by real-world economies from perspectives 

including economic theory and thought, economic policy, history, and business administration and 
commercial science, and have acquired the capabilities to validate theories using data, case 
studies, etc. 

(2) Accurately understand, and are able to clearly describe, the policy responses necessary to 
resolve problems facing the Japanese economy and international economy 

Curriculum Policy (Policy on organization and implementation of curricula) 
In order to develop researchers who are equipped with the research capabilities necessary to act 

independently as a researcher in the field of economics, or with the high-level expert capabilities 
required for expert work, the Course's Doctoral Program has established a curriculum policy as 
follows. 
 
1. Organization and implementation of curricula 
(1) In order to implement a substantive graduate school education that meets the diverse demands 

of contemporary society, and to address the research themes of graduate students, all professors 
belonging to the Graduate School of Economics engage in lectures and research paper advising, 
using content specialized for their respective fields of expertise. 

 
2. Educational methods and evaluation 
(1) All graduate students are required to complete a Doctoral thesis while receiving guidance 

focused on their fields of expertise from an academic supervisor. In the writing of Doctoral theses, 
the Doctoral Program provides attentive and high-level guidance, holding report sessions within 



 

the university and open research sessions several times and offering advice and guidance 
through Doctoral Program Advisory Committees. 

(2) Through TA (Teaching Assistant) positions, the Doctoral Program offers opportunities for gaining 
experience that enhances capabilities as educators. 

(3) By offering advice and guidance through a Doctoral Program Advisory Committee composed of 
academic staff other than a graduate student's academic advisor, the Doctoral Program adds 
consideration of the research theme from many-sided perspectives and supports the 
improvement of the student's research capabilities with the aim of raising the quality of the thesis, 
ensuring objectivity in evaluation of the thesis. 

Admissions Policy 
1. The capabilities fostered by a graduate school education 
(1) The Graduate School of Economics Doctoral Program will develop researchers who, from the 

standpoints of their respective fields of expertise, research increasingly global and complex 
economies through means including economic theory, economic policy, historical analysis, and 
international comparison in order to return the outcomes of the research to society, and who 
actively strive to achieve a better society imbued with efficiency, freedom, equity, etc. 

 
2. Entrants sought by the Course 
(1) Persons who have completed a Master's program in a graduate school of economics, a graduate 

school of business administration, a graduate school of commercial science, etc., or who possess 
equivalent expert knowledge and capabilities 

(2) Persons who aspire to a research position in a university, research institute, etc. 
(3) Persons who aspire to become outstanding educators who are able to clearly and 

understandably communicate the knowledge gained through research 
 
3. Evaluation of capabilities through Master's program (selection method) 
(1) General Entrance Examinations will be conducted once yearly (in spring), with examination 

subjects consisting of language and oral examinations. 
(2) International Student Entrance Examinations will be conducted once yearly (in spring), with 

examination subjects consisting of language and oral examinations. 
 
 


